
歳入
166億
8,000万円

市税
　26億6,600万円
（16.0%）

分担金及び負担金
1億4,386万円
（0.9%）
使用料及び手数料
1億7,107万円
（1.0%）
財産収入

　8,495万円
（0.5%）
寄附金

2億4,657万円
（1.5%）

繰入金
13億2,373万円

（7.9%）

繰越金
0.1万円
（0.0%）

諸収入
4億6,748万円
（2.8%）

地方交付税
64億3,400万円
（38.6%）

地方譲与税等
　10億4,246万円
（6.2%）

国庫支出金
14億2,316万円
（8.5%）

県支出金
15億6,372万円
（9.4%）

市債
11億1,300万円
（6.7%）

自主財源51億366万円（30.6%）
依存財源115億7,634万円（69.4%）

令和
８年度

当当

問 財政課
☎0823-43-1629

一般会計歳入

令和８年度予算

一般会計歳出（性質別）

歳出
166億
8,000万円

普通建設事業費
17億5,618万円
（10.5%）

人件費
40億79万円
（24.0%）

扶助費
17億5,101万円
（10.5%）

公債費
19億4,857万円
（11.7%）

災害復旧事業費
603万円（0.0%）

物件費
25億5,185万円
（15.3%）

維持補修費
3億2,706万円
（2.0%）

補助費等
28億3,399万円
（17.0%）

積立金
　2億8,905万円（1.7%）

投資及び出資金・貸付金
3,000万円
（0.2%）

繰出金
11億6,047万円
（7.0%）

予備費
2,500万円
（0.1%）

投資的経費17億6,221万円（10.5%）
義務的経費77億37万円（46.2%）

その他の経費72億1,742万円（43.3%）

初初
予予算算

～市民の生活に密着した、～市民の生活に密着した、
　　　　　　　住みよいまちづくりの推進～　　　　　　　住みよいまちづくりの推進～
　第３次江田島市総合計画に掲げる「豊かな恵みとぬくもりで　
みんなが輝き活躍できる　えたじま」の実現に向け、地域活動の
拠点施設やインフラ施設の維持管理などの暮らしの基盤整備のほ
か、協働のまちづくりや健康づくりなどのソフト事業の推進など、
市民生活に密着した事業を中心に、着実に取り組みます。

一般会計予算額一般会計予算額
166億8,000万円166億8,000万円

（前年度比4.0％増）（前年度比4.0％増）

市民１人当たりの予算（一般会計）
82万7,915円82万7,915円

令和８年２月１日現在の人口（20,147人）で算出

予算の使い道予算の使い道

民生費 22万3,057円
児童、高齢者、障害者などの支援や、生活保護、
社会福祉など

総務費 14万4,043円
庁舎などの管理、市税の賦課徴収、戸籍、選挙、
統計、防犯・防災など

公債費 ９万6,718円
各種事業を行うために国や金融機関から借り
入れた市債（借金）の返済金

土木費 ７万2,240円
道路、河川、住宅、公園などの公共施設の
維持管理や整備など

衛生費 ６万8,054円
医療、保健衛生、公衆衛生、ごみなどの一般
廃棄物の収集処理など

農林水産業費 ６万2,300円
農林漁業の振興、技術の普及など

教育費 ５万6,763円
小・中学校の維持管理や生涯学習、スポーツ
振興、学校給食や図書館運営など

消防費 ３万8,034円
消防や救急など

商工費 １万2,527円
商工業の振興、中小企業の育成、企業誘致、観光など

その他 ５万4,179円
議会運営、災害復旧など

会計別予算
会計名 令和７年度 令和８年度 伸び率

一般会計 160億4,000万円 166億8,000万円 4.0%

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 30億7,500万円 28億1,000万円 △8.6%
後期高齢者医療特別会計 5億7,460万円 6億6,260万円 15.3%
介護保険(保険事業勘定)特別会計 33億8,000万円 33億1,400万円 △2.0%
介護保険(介護サービス事業勘定)特別会計 2,010万円 1,810万円 △10.0%
港湾管理特別会計 5,260万円 5,230万円 △0.6%
宿泊施設事業特別会計 1,340万円 ー 皆減
交通船事業特別会計 １億8,790万円 2億5,940万円 38.1%

計 73億360万円 71億1,640万円 △2.6%

下水道事業会計 17億5,020万円 17億6,850万円 1.0%
計 17億5,020万円 17億6,850万円 1.0%

全会計（計） 250億9,380万円 255億6,490万円 1.9%
※企業会計の予算額については、収益的支出と資本的支出の計
※宿泊施設事業特別会計は、令和７年度末で廃止

企業
会計

基金の状況

市債の状況

財政用語の説明
一般会計
福祉、教育、道路整備など、
一般的な行政に係るお金を扱
う会計

特別会計
国民健康保険など特定の事業
を行う時に、一般会計と区分
して経理する必要がある場合
に設置される会計

企業会計
下水道事業など、特定の事業
を行う会計で、公営企業法を
適用している会計

市税
市民税、固定資産税、軽自動
車税、たばこ税など

繰入金
他の会計や基金から一般会計
に入れるお金

地方交付税
市の財政状況などに応じて国
から交付されるお金

国庫・県支出金
特定の事業のために国や県から
交付されるお金

自主財源
市税や使用料、手数料など、市が
自主的に収入できるお金

依存財源
地方交付税や国庫・県支出金
など、国や県の決定により交
付されるお金

人件費
議員、市長・副市長、職員の
給料など

補助費等
市から各種団体への補助金など

物件費
旅費、光熱水費、事務に必要
な物品、備品、委託料など

義務的経費
法令や性質により支出が義務
付けられたお金

投資的経費
公共事業など社会資本の形成
に支出されるお金

基金
特定の目的（事業）や災害な
ど緊急を要する支出に備え、
積立または準備しておくお金

市債
大きな事業を行うために、国
や金融機関などから借り入れ
るお金

　令和８年度は、財政調整基金から財源調整のため、9 億 7,000 万円の繰入れを見込んでいます。

　令和８年度は、元金償還見込額（借金の返済）が起債見込額（借金）を上回るため、残高
が減少する見込みです。
　令和 8 年度一般会計現在高見込額約 156 億円のうち、約 117 億円は、償還時に普通交付
税措置がされるので、市の実質負担は約 39 億円の見込みです。

広報えたじま　令和８年４月 広報えたじま　令和８年４月 2233



令和８年度
令和８年度予算

紹介新規 業事 を 主要
事業

します

ぬくもりのあるまちづくりぬくもりのあるまちづくり

活力あふれるまちづくり活力あふれるまちづくり

認定地域クラブ活動への補助　　330万円

小学校社会科副読本の作成　※予算計上は令和９年度（債務負担行為）

ＮＦＴの販売　　26万円　※NFT･･･非代替性デジタル資産

こども誰でも通園制度　　90万円

出産サポート119　※非予算

子育て応援大使による、子育ての様子の発信　　33万円

学生による地域活性化の取組を支援　　12万円

地域密着型の維持修繕　　150万円

空き家の実態調査　　1,743万5千円

　市観光協会の補助金　3,346 万 8 千円　　郵便局の利活用を推進　130 万 9 千円

保健事業と介護予防の一体的な実施　684 万 4 千円
生活航路対策事業補助　9,545 万 7 千円
市公共交通協議会　2,737 万 7 千円

火葬炉の更新工事【継続費】　2 億 9,306 万円
津波避難シールの作成・設置　83 万 2 千円

健康で安心して暮らせるまちづくり健康で安心して暮らせるまちづくり

強い農業づくりのための支援　　５億円 　※国の交付金を、本市を経由して民間事業者へ交付

古鷹山林道沿線にある民有林の地権者調査　　800万円

企業人材の確保　　100万円

副業プロ人材の活用促進　　100万円

えたじま魅力発信アンバサダー　　50万円

観光バスツアーの企画・実施を支援　　50万円

歴史的遺産の整備・活用　　2,390万円

介護人材の確保に向けた助成　　40万円

補聴器購入費の助成　　160万円

骨粗しょう症の検診　　60万8千円

旧大柿厚生文化センターの解体　　7,012万9千円

移動支援サービスの支援　　30万円

コンビニ窓口証明書交付システムの導入　　1,977万6千円

中町雨水排水センターの更新工事【継続費】　2億5,800万円

三高山砲台跡

更新予定の３号ポンプとエンジン

拡充 業事

拡充 業事

　要件を満たした地域クラブ活動に対し、施設の優先利用や財政支援を行います。

　社会科副読本の改訂、デジタル化を 2 年かけて行います。

　さとうみ科学館が持つ海の生き物などのデータを活用し、ＮＦＴとしてネット販売します。

　生後 6 か月から 3 歳未満の乳幼児が一定時間まで認定こども園に通園できる制度に対応します。 

　出産に伴う救急要請時の円滑な搬送により、妊婦とその家族の不安軽減を図ります。

　子育ての様子を発信し、結婚・出産・子育てに関するイメージの向上を図ります。

　本市でフィールドワークや実践活動を行う学生の取組に対して、支援を行います。 

　市民から要望された簡易な市道修繕などを、各市民センターの判断で早期に対応します。

　空き家の実態を定期的に調査し、空き家対策の検討を行います。

　旧ユウホウ紡績工場跡地を取得した民間事業者が行う施設整備に対し、支援を行います。

　支障木の伐採等に向けた、地権者調査を行います。

　地域内の仕事情報の発掘・発信、マッチングイベント等により、市内事業者の雇用推進を図ります。

　都市部の副業プロ人材の活用による市内事業者の経営改善のため、伴走型のマッチング支援事業を実施します。

　市の魅力発信・PR 活動に協力できる方を募集し、市民協働の情報発信を行います。

　本市を訪れる観光バスツアーの企画・実施を支援し、誘客促進と地域活性化を図ります。

　歴史的遺産を整備し、観光振興等に活用する事業を実施します。

※広島県が�導入する宿泊税を財源と
　した交付金を活用

　コンビニ窓口で各種証明書を交付するためのシステムを導入します。

　市内事業所の訪問介護員の確保を図るため、資格取得に係る費用等を助成します。

　加齢に伴う聴力低下によりコミュニケーションが取りづらい高齢者に、補聴器購入費用の一部を助成します。

　骨折予防の取組として、骨粗しょう症検診を実施します。

　旧大柿厚生文化センターの解体及び解体工事に伴う周辺家屋調査を行います。

　買い物困難地区で実施している移動支援サービス事業を支援します。

　中町雨水排水センターの 3 号ポンプ等設備の更新を行います。

拡充 業事
　海洋教育パイオニアスクール　450 万円
　旧陸・海軍関連遺跡に関する特別展示など　446 万 2 千円
　妊婦や子育て家庭に寄り添った支援　
　（伴走型支援事業（ひろしまネウボラ））　339 万 3 千円

　それぞれの事業内容など、
当初予算の概要は、市ホーム
ページで見ることができます。
　予算書は、市
ホームページの
ほか、市役所や
各市民センター、
図書館で見るこ
とができます。

広報えたじま　令和８年４月 広報えたじま　令和８年４月 4455
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